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【手続補正書】
【提出日】平成25年7月12日(2013.7.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　次に、交流電源Ｖａｃ１の電圧変動を直列補償する動作を説明する。図２と図３に動作
波形を示す。図２は、交流電源の正の電圧にコンデンサＣＰの電圧を加算又は交流電源の
負の電圧にコンデンサＣＮの電圧を減算(又は負に加算)して、交流出力電圧を増加させる
場合の波形である。入出力共通接続線の電位を零とすると、ＩＧＢＴＴ３と双方向スイッ
チ手段Ｓ２を交互にオンオフさせることにより、リアクトルＬｏには交流電源Ｖａｃ１の
正の電圧にコンデンサＣＰの電圧が加算された電圧が印加される（区間Ｂ）。また、ＩＧ
ＢＴＴ４と双方向スイッチ手段Ｓ２を交互にオンオフさせることにより、リアクトルＬｏ
には交流電源Ｖａｃ１の負の電圧からコンデンサＣＮの電圧が減算（又は負に加算）され
た電圧が印加される（区間Ａ）。
例えば、交流電源Ｖａｃ１の電圧が正の期間（区間Ｂ）でＩＧＢＴＴ３をオンさせると交
流電源Ｖａｃ１の電圧にコンデンサＣＰの電圧（＋Ｅ）が加算された波形の電圧が、ＩＧ
ＢＴＴ３をオフし双方向スイッチＳ２をオンさせると交流電源Ｖａｃ１の電圧が、各々リ
アクトルＬｏに印加される。区間Ａにおいては、交流電源Ｖａｃ１の電圧が負の期間でＩ
ＧＢＴＴ４をオンさせると交流電源Ｖａｃ１の電圧にコンデンサＣＮの電圧（－Ｅ）が加
算された波形の電圧が、ＩＧＢＴＴ４をオフし双方向スイッチＳ２をオンさせると交流電
源Ｖａｃ１の電圧が、各々リアクトルＬｏに印加される。この波形をリアクトルＬｏとコ
ンデンサＣｏからなるフィルタでリプルの少ない正弦波に整形して負荷に供給する。
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